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端部拘束されたコンファインドコンクリートの支庄強度推定式に関する基礎的研究
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(%) セメント 水 細骨材 粗'骨材 混和子~J
40 410 164 686 l、035 3.28 
65 276 179 81 977 2.76 





(%) (日) (glcm'') 引張 圧縮
係数
(MPa) (孔1Pa) (GPa) 
40 40~55 2.19 3.17 27.1 32.0 
65 47~62 2.26 2.26 18.6 31.0 





(mm) (MPa) (MPa) (GPa) (%) ひずみ度
1.0 185 339 195 39.5 526μ 
1.6 229 369 203 34.6 481μ 
2.3 223 346 206 35.5 378μ 
(c)鉄筋






















































FB=F・(AIA，)0.439 ???? ? ?
ここに、 FB :支圧強度 (N/mm2)、F:全面圧縮強度
(N/mm2)、A:支承面積(mm2)、イ，支圧面積(mm2)。
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クリートの支圧強度推定式として、 。。 10 









































α1-b1 {loz (D Iゆ}-cl Vo ， "〆旬、F2 = OF2 --:-0 ・(一一)1/ (日+1) (7) 













Ll Fc=Q2 0 F1b2 0 (eqPw oay) c2 (8) 
ここに、Fl:母材コンクリートの全面圧縮強度(N/mm2)、












も、 c= -O.0025F2+O.019山 σy-O.311山 H1lF= F2"((H/D/2f -{).1 8)+O.7*F2~O.5*(eqPwσ y) 




c= -O.0025F2+0.01geoPwσy-O.311 H/D+1.241 
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eqPw = PW {1-(一三-=-) b3}
a3・u
(9) 








eqPw = PW { 1-(一三一)2} >-(10) 









C=-0.0025F2+0.01geqPw '(Jy-0.311HID+ 1.241 (11) 
3. 3支圧強度推定式の適用性
図-4(a) ~ (e)は、前掲の式(2)中の珂直およびC値を
それぞれ上の式(10)および式(11)で評価した場合の実験
結果と推定結果とを比較したものである。これらの図に
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よれば、実験結果と推定結果は、比較的に良く一致して
おり、鋼管コンクリートおよび帯筋コンクリートの支圧
強度に及ぼす水セメント比、横拘束形式、端部拘束など
の各種要因の影響を、 H/D=2の母材コンクリートの全面
圧縮強度(F2)、等価横補強量(eqPw明)および破壊領域長
さ/試験体直径比(HlD)を説明変数とした式(10)および式
(11) (それぞれF値とC値)を式(2)に代入することによ
って広範囲かっ精度良く推定・評価できるといえる。
4.結論
1 )コンブアインドコンクリートの支圧強度に関する実
験値は、何れも六車・岡本式による推定値よりも大
きく、かっその差は横拘束が大きくなるほど増大す
る傾向を示し、支圧強度推定値は過小評価となる。
2)横補強形式および支圧端部の横拘束長さの異なる各
種調合のコンブァインドコンクリートの支圧強度
は、本研究で提案したした式(2)、式(10)および式
(11 )を用いることによって統一的に評価できる。
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